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SU MM ARY  OF  EX EC UTI ON  AN D RE SU LTS

来年の E5 4 8実験（ K中間子核及び X粒子の探索）に向けて以下の２点の測定を行った。

1 )  K2ビームラインの 1 G eV /c近傍での K̶ ビームの最大強度とその条件

K̶ ビームの強度が、 PSユーザーズハンドブック記載値の 1 / 3~ 1 / 5であるとの指摘が

あった。実際 1 / 3程度であったが、プライマリービームを最大、スリットを全開、タ

ーゲット位置を上流に移動することで、ほぼプロポーザル通りのビーム強度が得られ

ることが分かった。今後 2 mほど KU RA MA磁石を上流に移設する必要がある。

2 )  実験のトリガーレートのスタディ

実験で観測予定の反応についてトリガーレートを測定した。（ K̶ ,ｎ）に関しては既

に問題ないが、（ K̶ ,ｐ）と（ K＋ ,K＋ γ )に関しては今後の改善の必要性が判明した。

原因も明らかに出来たので対策が立てられる。

EX EC UTE D MA CH INE  TI ME ,  BE AM  CO ND ITI ON ,  DO W N  TI ME  e t c .

当初 6月 3 0日からフルビームで開始予定が、 E39 1aとの関係で 2 9日からA:C=1 0:1のモード

でスタートした。我々は実質的に 2日出来、 E39 1aは較正データが取れ、両者にとって有

効な変更であった。

CO MM ENT S


